
写真館私のミニ

今 月 の お も な 記 事

原水禁世界大会閉会式
原爆ドーム

原爆の子の像と長野から持って行った
折鶴をたむける小林医師

広島市平和記念式典

動員学徒慰霊塔。
平和公園内にはいたるところに
慰霊碑がある

被爆体験に耳を傾ける参加者

日　時　９月19日（祝/月）10：30～16：00（受付10：00～随時）
会　場　長野市勤労者女性会館しなのき
■10：30～12：20  証言映像上映（出入自由）
■13：00～14：30  寺沢秀文副館長講演「満蒙開拓の歴史的教訓と

  『満蒙開拓平和記念館』」
■14：40～  参加者交流会など
参 加 費　一般500円、ピースサポーター400円
申し込み　電話かFAX（0265-43-5580）で記念館へ。当日参加も大歓迎！

満蒙開拓平和記念館「北信サテライト」開催！

国策「満州」分村移民から
村を救った村長・佐々木忠綱

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
in
広
島

マトリョーシカの個展を開催

新しい体験を求めて‼

市川 森作 ハートヒル川路・介護職

倉田 勲 上伊那生協病院・ＯＴ

昔から旅行が趣味で観光地・温泉地に足を運ぶことが大好きでした。初
めての土地で初めての景色や体験、地元の美味しい特産物を食べるのは何
よりの気分転換となります。
　私は[計画]も旅行の醍醐味の一つ
と捉えており、楽しみな時間となって
います。先日も同期の結婚式のため、
同僚と２泊３日の旅に行きました。そ
の際も幹事として企画立案を行い、楽
しい旅行ができました。計画が他の人
の為になったと実感できた事も嬉し
く感じました。次はどこに行こうか
なー♪

　私は、以前から絵を描いていました。そのうち白木のマトリョーシカ（ロシアの木製の人形）に絵を描く事にな
り、その後も好きな音楽や映画をモチーフに少しずつ作っていまし

た。2013年にマトリョーシカだけで吉
祥寺で個展を開催しました。その後お
祝いやプレゼント等でオーダーの物も
製作しています。今後もマイペースに製
作していき、そのうちにどこかで発表し
たいと思います。ご興味ありましたら
Facebookにも掲載していますので是
非ご覧ください。

　長野中央病院正面玄関には大きな回転ドアがあり、
毎日大勢の人が出入りしています。その横で毎週木曜
日に、ワーカーズコープかがやき（高齢協）と農民連に
よる野菜や卵、ジャムなどの販売が行われています。
　商品は、こだわりの野菜や障害者就労のみなさんが
作った物などを直接交渉し、仕入れているものばか
り。受診の後に購入する人がほとんどなので、持ち運
びに便利なように数を少なく袋に詰めたり、麻痺のあ
る人でも調理しやすいように玉ねぎの皮をむいたり
と、スーパーとは違った心遣いがなされ、受診のつい
でに買い物ができると好評です。何度も利用している
患者さんは顔なじみとなり、リクエストをしていく強者
まで。暑い日も寒い日も毎週木曜日には元気な声が響
いています。（湯本 真由美）

「満州」分村移民から村を救った村長（1面）

無差別平等の地域包括ケアをどう進めるか（2面）

上伊那地域連絡会の介護学運交（3面）

原水禁世界大会報告（4面）

切　  開
　

四
季
の
変
化

が
く
ら
し
や
文

化
を
豊
か
に
し

ま
す
。そ
の
な

か
で
夏
は
、や
は

り
暑
い
か
ら
こ

そ
夏
で
す
。だ

か
ら
、ス
イ
カ
、か
き
氷
、プ

ー
ル
、線
香
花
火
、甲
子
園
、

夏
休
み
な
ど
の
良
さ
が
際

立
ち
ま
す
。ま
た
、真
っ
赤

な
百
日
紅
の
花
が
咲
き
乱

れ
、キ
ュ
ウ
リ
、ト
マ
ト
な
ど

の
実
り
の
夏
で
す
▼
古
来
中

国
で
は
、人
生
の
各
段
階
を

季
節
と
色
で
表
現
し
ま
し

た
。若
い
ほ
う
か
ら
、青
春
、

朱
夏
、白
秋
、玄
冬（
玄
は
黒

の
意
）で
す
。年
齢
的
に
は

白
秋
の
段
階
と
は
言
え
、実

際
は
そ
ん
な
落
ち
着
い
た

境
地
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま

だ
ま
だ
朱
夏
。燃
え
る
よ
う

な
働
き
盛
り
真
最
中
で
す

▼
7
月
、熱
い
参
院
選
で
し

た
。長
野
県
の
投
票
率
は
前

回
を
５
％
上
回
っ
て
６３
％
、

日
本
一
で
す
。杉
尾
ひ
で
や

さ
ん
の
勝
利
を
、信
濃
毎
日

新
聞
は「
改
憲
阻
止
野
党
共

闘
結
実
」と
書
き
ま
し
た
。

次
は
衆
院
選
。小
選
挙
区
中

心
の
選
挙
制
度
は
あ
る
意

味
、参
議
院
よ
り
も「
改
憲

勢
力
3
分
の
２
」を
一
気
に

打
破
で
き
ま
す
▼
長
野
県

で
参
院
選
結
果
を
衆
議
院

の
５
つ
の
小
選
挙
区
に
あ
て

は
め
る
と
、全
区
で
野
党
統

一候
補
が
上
回
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、秋
、冬
と
季
節
は
め

ぐ
っ
て
も
、市
民
と
野
党
の

共
同
を
さ
ら
に
厚
く
し
、熱

い
運
動
を
続
け
る
こ
と
が

大
事
で
す
▼
残
暑
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。（
岩
）
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全
国
最
多
の
移
民
を

送
り
出
し
た
長
野
県

　

佐
々
木
忠
綱（
1
8
9
8
〜
1
9
8
9

年
）は
、
下
伊
那
郡
大
下
条
村（
現
阿
南

町
）の
村
長
を
戦
前
２
期
務
め
、当
時
、国

策
と
し
て
す
す
め
ら
れ
た
旧「
満
州
」（
中

国
東
北
部
）
への
分
村
移
民
を
最
後
ま
で

拒
み
続
け
た
人
物
で
す
。

　
日
本
が
、
満
州
への
移
民
を
送
り
出
し

た
の
は
、
1
9
3
2
年
か
ら
で
す
。前
年
の

満
州
事
変
で
建
国
し
た「
満
州
国
」に
、
国

は
多
く
の
日
本
人
を
送
り
込
み
ま
し
た
。

昭
和
恐
慌
で
疲
弊
し
た
農
村
の
再
生
、
食

糧
確
保
、
ソ
連
の
侵
攻
を
防
ぐ
国
防
上
の

理
由
等
が
送
出
の
背
景
に
あ
り
ま
し
た
。

約
27
万
人
の
移
民
者
が
海
を
渡
り
ま
し

た
が
、
な
か
で
も
長
野
県
は
全
国
で
最
多

の
約
３
万
人
を
送
り
出
し
ま
し
た
。

国
を
挙
げ
て
推
し
進
め

ら
れ
た「
分
村
移
民
」

満
州
移
民
は
、
1
9
3
6
年
に
な
る
と

重
要
「
国
策
」
に
な
り
ま
し
た
。当
時
の
広

田
弘
毅
内
閣
は
、「
満
州
農
業
移
民
百
万
戸

送
出
計
画
」
を
決
定
し
ま
し
た
。こ
の
計
画

は
、20
年
間
で
1
0
0
万
戸
、5
0
0
万
人

の
日
本
人
を
満
州
国
へ
送
り
出
す
と
い
う

も
の
で
し
た
。

　

こ
の
国
策
を
す
す
め
る
上
で
、「
分
村
・

分
郷
移
民
」（
分
村
＝
村
を
分
村
し
て
同
名

の
村
を
満
州
に
建
設
、
分
郷
＝
幾
つ
か
の

村
が
ま
と
ま
り
満
州
に
郷
を
建
設
、
以
下

「
分
村
移
民
」）
が
強
力
に
推
し
進
め
ら
れ

ま
し
た
。各
種
の
助
成
金
の
見
返
り
に
村

民
を
集
団
で
移
民
さ
せ
る
分
村
移
民
は
、

行
政
ル
ー
ト（
国
↓
県
↓
村
）で
、
半
ば
強

制
的
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。各
村
で
は
、
村

長
・
各
種
農
業
団
体
・
在
郷
軍
人
会
の
役

員
な
ど
が
推
進
役
で
し
た
。特
に
、
村
の
リ

ー
ダ
ー
で
あ
る
村
長
の
姿
勢
が
決
定
的
で

し
た
。国
策
に
従
う
か
否
か
。多
く
の
村
長

が
苦
渋
の
決
断
を
迫
ら
れ
ま
し
た
。

分
村
移
民
を
拒
み
続
け
た
村
長

　

大
日
向
村（
現
佐
久
穂
町
）は
じ
め
幾
つ

も
の
村
が
、
分
村
移
民
に
踏
み
切
り
ま
し

た
。特
に
移
民
に
熱
心
だ
っ
た
下
伊
那
郡

で
は
、
多
く
の
村
が
国
策
に
従
い
ま
し
た
。

し
か
し
、佐
々
木
村
長
は
、粘
り
強
く
反
対

し
続
け
ま
し
た
。特
に
、
村
長
２
期
目
の

1
9
4
3
年
、
隣
村
の
下
条
村
・
富
草
村

（
現
阿
南
町
）と
の
連
合
分
村「
阿
南
郷
」建

設
が
計
画
さ
れ
、実
行
を
迫
ら
れ
ま
し
た
。

日
毎
に
国
や
県
か
ら
の
催
促
が
強
ま
り
、

時
に
は
村
役
場
に
在
郷
軍
人
や
右
翼
が
村

長
の
決
断
を
求
め
て
怒
鳴
り
込
ん
で
く
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、
佐
々
木
村

長
は
、
最
後
ま
で
分
村
移
民
を
承
知
し
ま

せ
ん
で
し
た
。な
ぜ
拒
ん
だ
の
で
し
ょ
う

か
。

　

佐
々
木
村
長
は
、1
9
3
8
年
春
、下
伊

那
郡
町
村
会
が
主
催
し
た
満
州
視
察
に
参

加
し
ま
し
た
。こ
の
視
察
で
佐
々
木
村
長

は
、
満
州
開
拓
に
本
来
の
開
拓
と
は
異
な

る
２
つ
の
疑
問
を
抱
き
ま
し
た
。

そ
れ
は
入
植
地
が
現
地
人
を
追
い
だ
し

た
既
耕
地
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て「
満
州

国
」が「
五
族
協
和
」（
日
・
満
・
蒙
・
漢
・
朝
）

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
反
し
て
日
本
人
が
他
民

族
を
差
別
し
て
い
る
こ
と
で
し
た
。つ
ま

り
「
満
州
開
拓
は
、
本
来
の
開
拓
で
は
な

い
」（
佐
々
木
は
、戦
後
、西
富
士
開
拓
の
推

進
者
の
一
人
で
、
開
拓
そ
の
も
の
に
は
反

対
で
は
な
い
）
と
い
う
考
え
で
す
。彼
に
は

「
国
策
」
移
民
の
本
質
が
見
え
て
い
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。結
局
、
佐
々
木
村
長
が
分

村
移
民
を
拒
み
続
け
た
こ
と
に
よ
っ
て
阿

南
郷
計
画
は
、中
止
と
な
り
ま
し
た
。

佐
々
木
村
長
の
事
績
は
い
ま
も

　

1
9
4
5
年
8
月
、
ソ
連
軍
侵
攻
と
日

本
の
敗
戦
に
よ
る
混
乱
の
中
で
、
多
く
の

開
拓
民
が
自
決
・
殺
害
・
病
死
な
ど
で
亡

く
な
り
ま
し
た
。ま
た
シ
ベ
リ
ア
抑
留
や

中
国
残
留
婦
人
・
孤
児
な
ど
の
多
く
の
犠

牲
を
生
み
ま
し
た
。県
全
体
の
犠
牲
者
数

は
、
送
出
数
の
約
半
数
に
あ
た
る
１
万
６

０
０
０
余
名
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。戦
後
、

佐
々
木
が
「
も
し
他
の
方
が
村
長
だ
っ
た

ら
分
村
移
民
は
実
現
し
た
と
思
い
ま
す
」

と
述
べ
た
よ
う
に
、
村
主
導
の「
国
策
」移

民
が
実
現
し
て
い
た
ら
村
民
の
犠
牲
は
計

り
知
れ
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
た
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

時
代
に
流
さ
れ
ず
、
国
策
を
拒
ん
だ

佐
々
木
忠
綱
の
事
績
は
、
紙
数
の
関
係
で

触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
彼
の
教

育（
中
等
学
校
建
設
）と
医
療（
病
院
建
設
）

に
か
け
た
情
熱
と
行
動
力
と
も
に
、今
、あ

ら
た
め
て
学
び
直
す
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

長野県民主医療機関連合会
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新しい祝日「山の日」が制定されました。山を眺
めるビューポイントが県内各所にありますが、穂高
連峰を眺めるなら塩尻協立病院がお薦めです。夏
は登り、冬は滑る。山を楽しむ強い膝と体力が欲し
い今日この頃です。（田中）

編 集 後 記

生産者と市民が近い
“ふれあい虹の市”

沖縄美ら海水族館にて（中央）

沖縄でスキューバダイビング

結婚式

　
明
治
憲
法
下
、
日
本
は
富
国
強
兵
を

か
か
げ
て
５
つ
も
の
戦
争
を
起
こ
し

ま
し
た
。と
り
わ
け
ア
ジ
ア
・
太
平
洋

を
戦
場
と
し
た
あ
し
か
け
15
年
に
お

よ
ぶ
戦
争
で
は
、
中
国
に「
満
州
国
」と

い
う
か
い
ら
い
政
権
を
つ
く
り
侵
略

し
、
悲
惨
な
結
果
と
な
っ
た
「
満
州
移

民
」を
送
り
込
み
ま
し
た
。し
か
し
、「
国

策
」
に
従
わ
ず
分
村
移
民
を
拒
ん
だ
村

長
が
い
ま
し
た
。歴
史
研
究
者
の
大
日

方
悦
夫
さ
ん
か
ら
学
び
ま
す
。

歴史研究者歴史研究者    大日方 悦夫大日方 悦夫歴史研究者  大日方 悦夫
佐々木忠綱村長

満
蒙
開
拓
平
和
記
念
館
（
阿
智
村
）。2
0
1
6
年
2
月
に
、

佐
々
木
村
長
が
分
村
移
民
に
反
対
し
た
理
由
を
語
っ
た
録
音

テ
ー
プ
が
寄
贈
さ
れ
た
。記
念
館
に
は
、民
医
連
職
員
も
平
和

を
学
び
に
訪
れ
て
い
る

せ
い
し
ゅ
ん

し
ゅ
か

は
く
し
ゅ
う

げ
ん
と
う

さ
る
す
べ
り

世
界
の
人
び
と

世
界
の
人
び
と

非
核
へ
の
思
い
を
交
流

非
核
へ
の
思
い
を
交
流

世
界
の
人
び
と

非
核
へ
の
思
い
を
交
流

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
inin
広
島
広
島

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
in
広
島

世
界
中
か
ら
の
核
廃
絶
と
平
和

を
求
め
る
声
が
結
集
し
、
今
年
も

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。私
た
ち
長
野
医
療
生

協
の
代
表
団
は
広
島
大
会
に
参
加

し
、
日
本
及
び
世
界
の
人
び
と
と

交
流
し
ま
し
た
。

＊　

＊

４
日
の
開
会
式
の
後
、
私
は
全

日
本
民
医
連
主
催
の
韓
国
か
ら
の

医
療
団（
人
医
協
）と
の
交
流
会
に

参
加
し
ま
し
た
。そ
こ
で
は
、朴
槿

恵
政
権
の
も
と
、
軍
備
や
医
療
制

度
を
め
ぐ
り
非
民
主
的
な
意
思
決

定
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
医
師

や
医
学
生
の
危
機
感
の
な
さ
へ
の

危
惧
な
ど
が
語
ら
れ
、
政
治
的
な

問
題
に
関
心
を
も
ち
行
動
す
る
意

思
を
も
っ
た
医
療
者
と
し
て
、
国

は
違
え
ど
も
同
じ
志
を
持
っ
た
仲

間
が
い
る
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
で

す
。

＊　

＊

5
日
の
分
科
会
で
は
軍
事
費
を

め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
学
習
し
ま

し
た
。軍
事
費
に
つ
い
て
研
究
し

て
い
る
ス
ペ
イ
ン
の
方
か
ら
は
、

核
配
備
国
の
背
景
に
は
増
大
す
る

軍
事
費
の
問
題
が
あ
り
、
軍
事
費

を
削
減
す
る
こ
と
で
武
力
衝
突
の

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
減
ら
す
こ
と

が
で
き
る
、
と
の
訴
え
が
あ
り
ま

し
た
。「
軍
事
費
減
ら
せ
」は「
憲
法

守
れ
」
よ
り
具
体
的
で
効
果
的
な

運
動
テ
ー
マ
で
あ
る
可
能
性
が
示

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
核
兵

器
製
造
企
業
に

投
資
し
て
い
る

銀
行
は
世
界
27

か
国
に
38
行

（
日
本
は
三
菱

U
F
J
と
三
井

住
友
）あ
り
、こ

れ
ら
の
銀
行
へ

預
金
を
し
な
い
・
さ
せ
な
い
運
動

も
効
果
的
で
あ
る
と
の
指
摘
が
あ

り
ま
し
た
。

＊　

＊

6
日
の
平
和
記
念
式
典

で
は
広
島
県
知
事
が
、「
被

爆
の
凄
惨
な
現
実
を
知
っ

て
い
る
か
ら
こ
そ
核
廃
絶

を
訴
え
て
い
る
。核
抑
止

力
論
は
観
念
論
に
と
ど
ま

る
も
の
で
あ
り
、
核
廃
絶

論
こ
そ
が
事
実
に
立
脚
し

た
現
実
主
義
で
あ
る
」
と

訴
え
、
核
兵
器
使
用
に
よ

る
負
の
影
響
（
非
人
道
的

被
害
、気
候
変
動
、食
糧
危

機
な
ど
）
が
科
学
的
に
検
証
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

＊　

＊

3
日
間
を
通
し
て
、
核
廃
絶
の

意
義
と
展
望
を
学
び
、
世
界
の
人

び
と
と
連
帯
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。医
療
人
と
し
て
の
確
信
を

も
つ
た
め
に
は
学
習
を
要
す
る
テ

ー
マ
で
あ
り
、
今
後
も
継
続
し
て

学
び
行
動
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

長
野
中
央
病
院・研
修
医

小
林
哲
之



A Q 22
分
で
読
め
る

分
で
読
め
る

ミ
ニ
学
習

ミ
ニ
学
習

2
分
で
読
め
る

ミ
ニ
学
習

「
日
本
会
議
」と
は
ど
う
い
う
団
体
で
す
か
？

　
　
「
日
本
会
議
」
は
、１
９
９
７

（
平
成
９
）年
に
設
立
さ
れ
た
日
本

最
大
の
右
派
運
動
団
体
で
す
。

　

前
身
は
、東
京
裁
判
や
戦
後
の
民

主
主
義
を
否
定
す
る
政
治
家
や
経

済
人
に
よ
る「
日
本
を
守
る
国
民
会

議
」、天
皇
制
を
賛
美
す
る
神
道
宗

教
と
谷
口
雅
春
総
裁
率
い
る
生
長

の
家
に
よ
る「
日
本
を
守
る
会
」で

す
。

　
「
愛
国
」「
反
共
」を
共
通
項
に
、

元
号
法
制
化
運
動
な
ど
を
推
進
し

た
２
つ
の
右
派
団
体
が
、よ
り
広
い

結
集
を
め
ざ
し
て
統
合
さ
れ
た
の

が「
日
本
会
議
」で
す
。基
本
運
動

方
針
に
①
皇
室
の
尊
崇　

②
憲
法

の
改
正　

③
国
防
の
充
実　

④
愛

国
教
育
の
推
進　

⑤
戦
前
の
家
族

主
義（
夫
婦
別
姓
の
否
定
）を
掲
げ

ま
す
。

　

注
目
す
べ
き
は
、設
立
と
呼
応
し

て
発
足
し
た「
日
本
会
議
国
会
議
員

懇
談
会
」で
す
。こ
の
会
は
、日
本
会

議
が
掲
げ
る
理
念
や
政
策
に
共
鳴

し
、現
実
政
治
の
世
界
で
の
具
現
化

を
め
ざ
す
も
の
で
す
。２
０
１
５
年

に
は
衆
参
で
２
８
１
人
の
議
員
が
加

わ
り（
９
割
が
自
民
党
）、第
３
次
安

倍
改
造
内
閣
で
は
20
人
中
13
人
の

閣
僚
、教
育
担
当
補
佐
官
に
元
生
長

の
家
出
身
者
な
ど
を
据
え
ま
し
た
。

　

設
立
か
ら
約
20
年
、日
本
会
議

は
、国
民
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
運
動

を
広
げ
、国
旗
国
歌
法
成
立
、教
育

基
本
法
改
正
な
ど
政
治
へ
の
影
響

力
を
強
め
ま
し
た
。安
倍
首
相
を
物

心
両
面
で
強
力
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
、「
美
し
い
日
本
の
憲
法
を
つ
く

る
国
民
の
会
」（
櫻
井
よ
し
子
共
同

代
表
）な
ど
の
別
動
隊
を
つ
く
り
、

憲
法
改
正
へ
の
動
き
を
強
め
て
い
ま

す
。（
編
集
委
員
会
）

※
参
考『
日
本
会
議
の
正
体
』（
青
木

理・平
凡
社
新
書
）

に
っ
ぽ
ん
か
い
ぎ

「4つの切り口」、つの切り口」、キーワードはキーワードは
 「人権・連携・運動」人権・連携・運動」
「4つの切り口」、キーワードは
 「人権・連携・運動」

「
終
末
期
の
利
用
者
さ
ん
を

デ
イ
ケ
ア
で
受
け
入
れ
て
」

「
終
末
期
の
利
用
者
さ
ん
を

「
終
末
期
の
利
用
者
さ
ん
を

デ
イ
ケ
ア
で
受
け
入
れ
て
」

デ
イ
ケ
ア
で
受
け
入
れ
て
」

長野県民医連 第 3 0 8 号 2016年8月25日（2）長野県民医連第 3 0 8 号

平和憲法守る私の声
佐藤 文子

　私が民医連に就職したのは約30
年前。それまで生活や仕事のなか
で、憲法や平和について考える事
はほぼなかったかと思います。仕事
や私的なことで悩んでも、世の中は
平和だと思っていたので考えなかったのだと思います。
　民医連就職後、社会人途中で学んだ憲法・平和・人権
（講演会・映画・フィールドワーク）をさまざまな形で考え
る機会をいただきました。そして長野県内のフィールド
ワークでは県連看護学生委員会企画として看護学生と
一緒に満蒙開拓平和祈念館・無言館・松代大本営などに
行き、戦争と平和について考える事ができました。
　満蒙開拓平和祈念館では、生きて戻ってこられた方の
体験談に涙がこぼれました。「現地で銃弾で死ねなかっ
たのでお互いの頭を石で殴りあった」と額の傷も見せてく
れました。今私たちに戦争の悲惨さと二度と戦争は繰り
返してはいけないこと、そして政府は起きている事実を
戦場にいる人たちに伝えずにいた事も語っていました。
一人一人の大切な命を無差別に奪う戦争、なぜ戦争が起
きるのでしょうか。「それは武器をつくって売りつけて、
武器を買わせられて戦争をやっている」講演会で聞いた
時、こんな理由があるのかと信じられない思いでした。私
たちの行いたい医療・看護は地域の方の健康と生きるを
支えることにあります。戦争で医療従事者が戦地に行っ
てしまったら、誰が地域の人の健康と命を守るのでしょう
か。
　過去に起きた事実をしっかり学び、なぜ今この憲法が
戦後70年たった今も大切にされているか医療を担う者と
して考えこれからも学び続けたいとおもいます。一緒に
フィールドワークで学んだ学生や若い職員が、私たちの
職場にいます。これからも憲法・人権・民医連綱領につい
て一緒に学び続けられる事をうれしく思います。

（3）2016年8月25日

東　

信

中　

信

諏　

訪

長　

野

飯　

伊

上
伊
那

こ
ど
も
健
康
づ
く
り
教
室
を
開
催

　

８
月
８
日
、東
信
医
療
生
協
で
「
子
ど
も
健
康
教
室
」を

初
め
て
開
き
ま
し
た
。９
組
22
人
の
家
族
（
大
人
９
人
、子

ど
も
13
人
）が
参
加
し
て
ジ
ュ
ー
ス
づ
く
り
を
し
ま
し
た

が
、普
段
飲
ん
で
い
る
ジ
ュ
ー
ス
の
砂
糖
の
多
さ
に
び
っ
く

り
し
て
い
ま
し
た
。ス
ナ
ッ
ク
菓
子
の
塩
分
の
学
習
も
し

て
、お
や
つ
に
は
白
玉
の
フ
ル
ー
ツ
ポ
ン
チ
を
作
り
ま
し

た
。（
依
田
和
久
）

七
夕
に
願
い
を
こ
め
て

　

松
本
協
立
病
院
２
西
病
棟
主
催
の
夏
祭
り
が
７
月
30

日
に
行
わ
れ
、65
人
が
参
加
し
ま
し
た
。ア
ル
パ
と
笛
の

演
奏
で
は
、感
動
し
て
涙
さ
れ
る
方
が
い
ま
し
た
。職
員

に
よ
る
ソ
ー
ラ
ン
節
で
は
、会
場
か
ら
の
掛
け
声
と
漁
師

の
登
場
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。最
後
は
七
夕
の
願
い
事

を
発
表
し
、願
い
が
叶
う
よ
う
に
全
員
で
七
夕
の
歌
を
歌

い
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た（
伊
藤
紀
美
子
）

高
校
生
が
看
護
師
一
日
体
験

　

長
野
中
央
病
院
で
今
年
も
高
校
生
1
日
看
護

師
体
験
を
行
い
ま
し
た
。夏
の
体
験
は
県
の
看
護

協
会
を
通
し
て
募
集
し
、約
60
人
の
高
校
生
が
参

加
し
ま
し
た
。病
院
見
学
や
血
圧
測
定
を
行
い
、

病
棟
で
は
患
者
さ
ん
と
ふ
れ
あ
い
ま
し
た
。参
加

者
か
ら
は
「
進
路
選
択
の
役
に
立
っ
た
」「
た
め
に

な
る
体
験
だ
っ
た
」な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し

た
。（
水
越
亜
樹
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
会
行
わ
れ
る

　

７
月
30
日
、は
び
ろ
の
里
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流

会
が
行
わ
れ
、20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。手
作
り
ケ

ー
キ
と
漬
物
で
お
も
て
な
し
し
、参
加
者
か
ら
は
詩

吟
や
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
演
奏
な
ど
が
解
説
を
交
え
て
披

露
さ
れ
ま
し
た
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
心
得
を
確

認
し
た
り
、施
設
か
ら
は
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ま

し
た
。参
加
者
か
ら
「
楽
し
か
っ
た
〜
」の
声
が
も
ら

え
ま
し
た
。（
六
波
羅
広
美
）

待
合
室
カ
フ
ェ
〜
ち
い
き
の
保
健
室
〜
ス
タ
ー
ト

　

つ
る
み
ね
共
立
診
療
所
で
は
、６
月
か
ら
待
合
室
カ

フ
ェ
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。地
域
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し

て
気
軽
に
寄
っ
て
も
ら
え
る
居
場
所
、健
康
づ
く
り
や
健

康
チ
ェ
ッ
ク
を
定
期
的
に
行
う
拠
点
と
し
て
毎
週
水
曜

日
の
午
後
に
開
催
し
て
い
ま
す
。初
日
か
ら
23
人
が
参
加

し
、体
組
成
計
、骨
密
度
測
定
、タ
オ
ル
体
操
、脳
ト
レ
、吹

き
矢
な
ど
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。（
鮎
澤
誠
）

日
頃
に
感
謝
し
て
納
涼
会

　

7
月
23
日
、か
や
の
木
診
療
所
の
運
営
委
員
、デ
イ
ケ
ア

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
日
頃
の
感
謝
と
労
を
ね
ぎ
ら
う

恒
例
の
納
涼
会
を
昼
神
温
泉
で
行
い
ま
し
た
。33
人
が
参

加
し
、美
味
し
い
料
理
と
ゲ
ー
ム
・
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
で
楽
し

く
交
流
し
ま
し
た
。最
後
は
全
員
で
「
ふ
る
さ
と
」を
合
唱

し
お
開
き
に
な
り
ま
し
た
。次
回
は
12
月
に
忘
年
会
を
予

定
し
て
い
ま
す
。（
久
保
田
早
苗
）

NONO
WWAARR！ ！ 
NO
WAR！ 南信勤労者医療協会

看護介護部長

どんな看護師になりたい？

Nurse・Egg・Festival行われる

　

政
府
の
進
め
る「
地
域
包
括
ケ
ア
」は

社
会
保
障
費
を
大
幅
に
削
る
事
を
目

的
に
し
て
い
る
た
め
、２
つの
弱
点
が
あ

り
ま
す
。１
つ
は
県
単
位
で
行
わ
れ
る

強
引
な
地
域
の
病
床
削
減
計
画
、２
つ

目
は
軽
度
介
護
認
定
者
を
サ
ー
ビ
ス

利
用
か
ら
締
め
出
す
介
護
保
険
制
度

改
悪
で
す
。

　

超
高
齢
化
す
る
地
域
社
会
で
は
、多

疾
患
併
存
患
者
が
増
加
し
、医
療
と

介
護
が
混
在
し
て
生
活
す
る
高
齢
者

が
急
速
に
増
え
て
い
ま
す
。民
医
連
は
、

誰
も
が
十
分
な
医
療・介
護
ケ
ア
が
地

域
で
受
け
ら
れ
、安
心
し
て
住
み
続
け

ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
方
針

化
し
ま
し
た
。次
の
４つに
ま
と
め
ら
れ
ま
す
。

❶
退
院
後
も
施
設
や
在
宅
で
切
れ
目
な

い
ケ
ア
が
提
供
で
き
る
、情
報
の
共
有
・

伝
達
と
連
携
し
た
活
動…

…
多
機
能
病

床
と
病
院
外
来
機
能
、在
宅
療
養
が
あ
る
こ

と
の
強
み
を
生
か
し
、切
れ
目
な
い
ケ
ア
を
提

供
す
る
。そ
の
た
め
に
、内
外
の
情
報
の
共
有
と

伝
達
、事
業
所
間
や
地
域
連
携
を
強
め
る
。そ

し
て
、在
宅
療
養
困
難
ケ
ー
スへ
積
極
的
に
関

わ
る
。そ
の
際
、Ｓ
Ｄ
Ｈ（
健
康
の
社
会
的
決
定

要
因
）と
無
差
別
平
等
の
視
点
を
盛
り
込
ん

だ
書
式・ツ
ー
ル
を
使
い
、人
権
を
大
切
に
し
た

連
携
を
重
視
す
る
。

❷
制
度
改
悪
に
よ
り
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
か
ら
排
除
さ
れ
た
軽
度
認
定

高
齢
者
や
、地
域
の
困
難
を
抱
え
る
高
齢

者
世
帯
の
生
活
を
支
え
る
活
動…

…

シ
ル

バ
ー
カ
フェ・認
知
症
カ
フェ等
、地
域
の
高
齢
者

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
気
軽
に
集
え
、交
流
と

助
け
合
い
の
きっか
け
と
な
る
た
ま
り
場
を
作

る
。共
同
組
織
の
主
体
的
活
動
、助
け
合
い
事

業
を
進
め
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
力
を
借
り
、絆
づ

く
り
、ま
ち
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
な
ど
の
活

動
を
進
め
る
。

❸
地
域
で
起
き
て
い
る
格
差・貧
困
に
よ

る
困
難
を
抱
え
る
事
例
に
積
極
的
に
関

わ
り
、解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
め

る
。……

無
低
診
や
差
額
ベッ
ド
代
を
と
ら
な

い
等
の
事
業
を
強
化
・
拡
大
す
る
。誰
も
が
気

軽
に
相
談
で
き
る
窓
口
を
設
置
し
、セ
イ
フ
テ

イ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
も
れ
た
人
が
行
政
の
諸
制
度

を
有
効
に
活
用
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
。ま

た
、困
難
を
抱
え
た
家
庭
を
サ
ポ
ー
ト
し
、「
子

ど
も
食
堂
」「
無
料
塾
」の
活
動
に
協
力
す
る
。

❹
地
域
住
民
の
健
康
を
維
持・増
進
さ
せ

る
活
動…

…

Ｈ
Ｐ
Ｈ
活
動
を
通
し
て
、患
者

と
職
員
、地
域
住
民
の
健
康
水
準
の
向
上
、健

康
な
地
域
づ
く
り
を
す
す
め
る
。共
同
組
織
の

班
会
や
支
部
会
と
健
康
づ
く
り
活
動
の
連
携

を
強
化
さ
せ
、要
求
別・目
的
別
の
多
様
な
形

態
を
研
究
し
な
が
ら
活
発
に
進
め
る
。

※
※

　

活
動
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は「
人
権
・
連
携
・
運

動
」で
す
。各
法
人
事
業
所
で
具
体
化
を
強
め

ま
し
ょ
う
。

 政府は、団塊の世代が75歳以上
になる2025年に向け、住まい、医
療・介護・予防・生活支援を一体的に
提供する「地域包括ケアシステ
ム」の構築を自治体に促していま
す。これに対し民医連が掲げる「無
差別平等の地域包括ケア」とは？
熊谷県連会長に聞きました。

“無差別平等の地域包括ケア”をどう進めるか

全国にひろがる「子ども食堂」

ＨＰＨでブラジル人学校を支援

症例発表

　

１
月
に
着
工
し
て
か
ら
９
か
月

が
た
ち
ま
し
た
。長
い
基
礎
工
事

が
終
わ
っ
た
と
思
っ
た
ら
、あ
っ
と

い
う
間
に
建
物
が
高
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　

外
来
及
び
療
養
環
境
の
改
善

と
、地
域
の
健
康
づ
く
り
の
拠
点

と
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、今

回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。建
物
に
つ
い

て
は
、多
く
の
職
員
が
レ
イ
ア
ウ
ト

検
討
や
什
器
の
選
定
、完
成
後
の

診
療
に
つ
い
て
の
議
論
に
活
発
に

参
加
し
て
進
め
て

い
ま
す
。同
時
に
、

友
の
会
や
患
者
会

の
み
な
さ
ん
、近
隣

の
地
域
の
方
々
に
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
今

を
届
け
た
り
病
院

に
対
す
る
想
い
を
聞
く
た
め
、職

員
全
員
で
地
域
訪
問
や「
く
る
ま

ざ
会
議
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
「
よ
り
安
心
し
て
か
か
り
や
す

い
病
院
に
な
っ
て
ほ
し
い
」「
地
域

の
病
院
と
し
て
活
躍
し
続
け
て
ほ

し
い
」な
ど
、い
ろ
い
ろ
な
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
期
待
に

応
え
る
べ
く
2
年
後
の
グ
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
準
備
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　８月９日、『物語られるい
のちin松本～私たちにでき
ること～』をテーマに第７
回北関東甲信越地協ＮＥＦ
が行われ、１４５人の看護
学生・職員が参加しました。
甲府共立病院の村松裕子
副総看護師長に民医連看
護師として大切にしてきた
ことなどを講演してもらっ

た後、「どんな看護師になりたいか」など民医連看護の視点・原点につ
いて話し合いました。

松
本
協
立
病
院

松
本
協
立
病
院

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
、順
調
で
す
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
、順
調
で
す
。

松
本
協
立
病
院

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
、順
調
で
す
。

「
終
末
期
の
利
用
者
さ
ん
を

デ
イ
ケ
ア
で
受
け
入
れ
て
」

　

上
伊
那
医
療
生
協
介
護
部
会
で

は
、毎
年
１
人
１
症
例
に
取
り
組
み
、

介
護
職
学
運
交
で
発
表
し
て
い
ま

す
。今
年
は
、よ
り
参
加
し
や
す
い
よ

う
に
、３
ブ
ロッ
ク
で
全
４
回
、時
間
帯

も
工
夫
し
て
行
い
、約
90
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
２
例
ほ
ど
の
全
体
演
題
の
後
、グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
で
各
自
の
症
例
を
発
表
。

利
用
者
さ
ん
や
患
者
さ
ん
の
事
例
を

共
有
し
、意
見・感
想
を
出
し
合
う
こ

と
で
刺
激
に
も
な
り
モ
チ
ベ
ー
シ
ョン

アップ
につ
な
がって
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
中
で
は
、デ
イ
ケ
ア
で
終

末
期
の
利
用
者
さ
ん
を
受
け
入
れ
た

症
例
が
特
に
印
象
に
残って
い
ま
す
。

● 　

●

終
末
期
ケ
ア
未
体
験
の
職
場
で
、

不
安
を
抱
え
な
が
ら
も「
本
当
に
大

切
な
こ
と
は
？
」「
ご
本
人
や
ご
家
族

の
想
い
と
は
？
」を
模
索
し
な
が
ら
、

利
用
者
さ
ん
に
寄
り
添
い
対
応
し
ま

し
た
。そ
し
て
、そ
の
方
が
旅
立
た
れ

た
後
、「
お
悔
や
み
訪
問
」に
伺った
時

に
ご
家
族
が
職
員
に
見
せ
て
く
だ
さっ

た
も
の
、そ
れ
は
ご
本
人
の
部
屋
の
カ

レン
ダ
ー
で
し
た
。

　

そ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
に
は
、日
々
の「
デ

イ
で
の
感
想
」や「
感
謝
の
言
葉
」「
デ

イ
に
通
え
た
自
分
への
励
ま
し
」の
言

葉
が
びっし
り
と
書
か
れ
て
い
た
そ
う

で
す
。職
員
の
想
像
以
上
に
ご
本
人

が
デ
イ
で
の
時
間
を
大
切
に
思って
い

て
く
だ
さった
証
で
し
た
。

● 　

●

　

こ
の
よ
う
に
他
部
署
の
取
り
組
み

や
症
例
を
共
有
し「
そ
の
方
ら
し
く
」

過
ご
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、生
活
支

援
の
専
門
職
と
し
て
学
び
あ
え
る

〝
介
護
部
会
学
運
交
・一
人
一
症
例
〞

に
今
後
も
こ
だ
わって
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
生
協
総
合
ケ
ア
セン
タ
ー
い
な

上
伊
那
介
護
職
学
運
交
1
人
１
症
例
よ
り
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今 月 の お も な 記 事

原水禁世界大会閉会式
原爆ドーム

原爆の子の像と長野から持って行った
折鶴をたむける

広島市平和記念式典

動員学徒慰霊塔。
平和公園内にはいたるところに
慰霊碑がある

被爆体験に耳を傾ける参加者

日　時　９月19日（祝/月）10：30～
会　場　長野市勤労者女性会館し
　■10：30～12：
　■13：00～14：

　■14：40～  参加者交流会など
参 加 費　一般500円、ピースサポ
申し込み　電話かFAX（0265-43-5580）

満蒙開拓平和記念館「北信サ

国策「満州」分村移
村を救った村長・

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
in
広
島

「満州」分村移民から村を救った村長（1面）

無差別平等の地域包括ケアをどう進めるか（2面）

上伊那地域連絡会の介護学運交（3面）

原水禁世界大会報告（4面）

た
。長
野
県
の
投
票
率
は
前

回
を
５
％
上
回
っ
て
６３
％
、

日
本
一 

で
す
。杉
尾
ひ
で
や

さ
ん
の
勝
利
を
、信
濃
毎
日

新
聞
は「
改
憲
阻
止
野
党
共

闘
結
実
」と
書
き
ま
し
た
。

次
は
衆
院
選
。小
選
挙
区
中

心
の
選
挙
制
度
は
あ
る
意

味
、参
議
院
よ
り
も「
改
憲

勢
力
3
分
の
２
」を
一 

気
に

打
破
で
き
ま
す
▼
長
野
県

で
参
院
選
結
果
を
衆
議
院

の
５
つ
の
小
選
挙
区
に
あ
て

は
め
る
と
、全
区
で
野
党
統

一候
補
が
上
回
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、秋
、冬
と
季
節
は
め

ぐ
っ
て
も
、市
民
と
野
党
の

共
同
を
さ
ら
に
厚
く
し
、熱

い
運
動
を
続
け
る
こ
と
が

大
事
で
す
▼
残
暑
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。（
岩
）
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町
）の
村
長
を
戦
前
２
期
務
め
、当
時
、国

策
と
し
て
す
す
め
ら
れ
た
旧「
満
州
」（
中

国
東
北
部
）
への
分
村
移
民
を
最
後
ま
で

拒
み
続
け
た
人
物
で
す
。

日
本
が
、
満
州
への
移
民
を
送
り
出
し

た
の
は
、
1
9
3
2
年
か
ら
で
す
。前
年
の

満
州
事
変
で
建
国
し
た「
満
州
国
」に
、
国

は
多
く
の
日
本
人
を
送
り
込
み
ま
し
た
。

昭
和
恐
慌
で
疲
弊
し
た
農
村
の
再
生
、
食

糧
確
保
、
ソ
連
の
侵
攻
を
防
ぐ
国
防
上
の

理
由
等
が
送
出
の
背
景
に
あ
り
ま
し
た
。

約
27
万
人
の
移
民
者
が
海
を
渡
り
ま
し

た
が
、
な
か
で
も
長
野
県
は
全
国
で
最
多

の
約
３
万
人
を
送
り
出
し
ま
し
た
。

国
を
挙
げ
て
推
し
進
め

ら
れ
た「
分
村
移
民
」

満
州
移
民
は
、
1
9
3
6
年
に
な
る
と

も
の
村
が
、
分
村
移
民
に
踏
み
切
り
ま
し

た
。特
に
移
民
に
熱
心
だ
っ
た
下
伊
那
郡

で
は
、
多
く
の
村
が
国
策
に
従
い
ま
し
た
。

し
か
し
、佐
々
木
村
長
は
、粘
り
強
く
反
対

し
続
け
ま
し
た
。特
に
、
村
長
２
期
目
の

1
9
4
3
年
、
隣
村
の
下
条
村
・
富
草
村

（
現
阿
南
町
）と
の
連
合
分
村「
阿
南
郷
」建

設
が
計
画
さ
れ
、実
行
を
迫
ら
れ
ま
し
た
。

日
毎
に
国
や
県
か
ら
の
催
促
が
強
ま
り
、

時
に
は
村
役
場
に
在
郷
軍
人
や
右
翼
が
村

長
の
決
断
を
求
め
て
怒
鳴
り
込
ん
で
く
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、
佐
々
木
村

長
は
、
最
後
ま
で
分
村
移
民
を
承
知
し
ま

せ
ん
で
し
た
。な
ぜ
拒
ん
だ
の
で
し
ょ
う

か
。佐

々
木
村
長
は
、1
9
3
8
年
春
、下
伊

那
郡
町
村
会
が
主
催
し
た
満
州
視
察
に
参

加
し
ま
し
た
。こ
の
視
察
で
佐
々
木
村
長

は
、
満
州
開
拓
に
本
来
の
開
拓
と
は
異
な

る
２
つ
の
疑
問
を
抱
き
ま
し
た
。

そ
れ
は
入
植
地
が
現
地
人
を
追
い
だ
し

歴史研歴史研歴史研

満
蒙
開
拓
平
和
記
念
館
（
阿
智
村
）。2
0
1
6
年
2
月
に
、

佐
々
木
村
長
が
分
村
移
民
に
反
対
し
た
理
由
を
語
っ
た
録
音

テ
ー
プ
が
寄
贈
さ
れ
た
。記
念
館
に
は
、民
医
連
職
員
も
平
和

を
学
び
に
訪
れ
て
い
る

世
界
の
人
び
と

世
界
の
人
び
と

非
核
へ
の
思
い
を
交
流

非
核
へ
の
思
い
を
交
流

世
界
の
人
び
と

非
核
へ
の
思
い
を
交
流

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
inin
広
島
広
島

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
in
広
島

　
世
界
中
か
ら
の
核
廃
絶
と
平
和

を
求
め
る
声
が
結
集
し
、
今
年
も

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。私
た
ち
長
野
医
療
生

協
の
代
表
団
は
広
島
大
会
に
参
加

し
、
日
本
及
び
世
界
の
人
び
と
と

交
流
し
ま
し
た
。

＊　
　
　
　
＊

　
４
日
の
開
会
式
の
後
、
私
は
全

日
本
民
医
連
主
催
の
韓
国
か
ら
の

医
療
団（
人
医
協
）と
の
交
流
会
に

参
加
し
ま
し
た
。そ
こ
で
は
、朴
槿

恵
政
権
の
も
と
、
軍
備
や
医
療
制

度
を
め
ぐ
り
非
民
主
的
な
意
思
決

定
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
医
師

や
医
学
生
の
危
機
感
の
な
さ
へ
の

危
惧
な
ど
が
語
ら
れ
、
政
治
的
な

問
題
に
関
心
を
も
ち
行
動
す
る
意

思
を
も
っ
た
医
療
者
と
し
て
、
国

は
違
え
ど
も
同
じ
志
を
持
っ
た
仲

間
が
い
る
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
で

す
。

　
　

＊　
　
　
　
＊

5
日
の
分
科
会
で
は
軍
事
費
を

め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
学
習
し
ま

し
た
。軍
事
費
に
つ
い
て
研
究
し

て
い
る
ス
ペ
イ
ン
の
方
か
ら
は
、

核
配
備
国
の
背
景
に
は
増
大
す
る

軍
事
費
の
問
題
が
あ
り
、
軍
事
費

を
削
減
す
る
こ
と
で
武
力
衝
突
の

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
減
ら
す
こ
と

が
で
き
る
、
と
の
訴
え
が
あ
り
ま

し
た
。「
軍
事
費
減
ら
せ
」は「
憲
法

守
れ
」
よ
り
具
体
的
で
効
果
的
な

運
動
テ
ー
マ
で
あ
る
可
能
性
が
示

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
核
兵

器
製
造
企
業
に

投
資
し
て
い
る

銀
行
は
世
界
27

か
国
に
38
行

（
日
本
は
三
菱

U
F
J
と
三
井

住
友
）あ
り
、こ

れ
ら
の
銀
行
へ

預
金
を
し
な
い
・
さ
せ
な
い
運
動

も
効
果
的
で
あ
る
と
の
指
摘
が
あ

り
ま
し
た
。

　
　

＊　
　
　
　
＊

6
日
の
平
和
記
念
式
典

で
は
広
島
県
知
事
が
、「
被

爆
の
凄
惨
な
現
実
を
知
っ

て
い
る
か
ら
こ
そ
核
廃
絶

を
訴
え
て
い
る
。核
抑
止

力
論
は
観
念
論
に
と
ど
ま

る
も
の
で
あ
り
、
核
廃
絶

論
こ
そ
が
事
実
に
立
脚
し

た
現
実
主
義
で
あ
る
」
と

訴
え
、
核
兵
器
使
用
に
よ

る
負
の
影
響
（
非
人
道
的

被
害
、気
候
変
動
、食
糧
危

機
な
ど
）
が
科
学
的
に
検
証
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

＊　
　
　
　
＊

　
3
日
間
を
通
し
て
、
核
廃
絶
の

意
義
と
展
望
を
学
び
、
世
界
の
人

び
と
と
連
帯
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。医
療
人
と
し
て
の
確
信
を

も
つ
た
め
に
は
学
習
を
要
す
る
テ

ー
マ
で
あ
り
、
今
後
も
継
続
し
て

学
び
行
動
し
た
い
と
思
い
ま
す
。




